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発表内容

１．三重県のマイスター・ハイスクール普及促進事業の

取り組み

２．明野高校について

３．福祉の魅力発信ゼミの取り組み

４．子どもゼミの取り組み

５．マイスター・ハイスクール普及促進事業を通した

私たちの変化と今後

６．まとめ

発表内容



福祉に関する学習ができる高校 １３校
（介護職員初任者研修実施校）
その内4校が福祉系高等学校
（介護福祉士を養成）

福祉系高等学校である
明野高校/みえ夢学園高校/朝明高校/
伊賀白鳳高校
マイスター・ハイスクール普及促進事業を実施

介護福祉士養成に係る
施設実習、保育園や小中学校等と連携した交流活動、
医療、福祉、介護分野の専門家招聘など、
産業界等と連携した学習活動を、
それぞれの学校で実施しています。

三重県のマイスター・ハイスクール普及促進事業の取り組み

熊野青藍高校





明野高校について
徴

福祉科 40名 ２コース制

社会福祉コース

・・・ 介護だけでなく保育や障がい等、

幅広い福祉を学ぶ。

介護福祉コース

・・・ 介護を中心に福祉を深く学び、

介護福祉士国家試験受験資格が取得できる。

生産科学科・食品科学科・生活教養科



明野高校 ～教育目標～

〇農業、衣・食、福祉の専門高校として、それぞれの
分野の専門的知識・技能の習得に取り組み、卒業後
に実社会で活躍できるように主体的に行動できる人
材の育成
〇地域産業との連携を推進し、地域から信頼される
と共に、地域から必要とされる人材の育成

※福祉科では社会福祉士、作業療法士、ケアマネジャー、介護福祉士、
元保育士、元社会福祉士、看護師等々のPPE（Professional Practice 
Educator）＝専門実践教員の授業を毎週、受けることができている



明野高校の取り組み

１年生 ２年生 ３年生

明野高校生による

地域の居場所作り

課題発見・地域を知る 様々な連携・交流



明野高校生による

地域の居場所作り

明野高校の取り組み

障がい

子ども
スマート
福祉

福祉の
魅力発信

地域連携高齢者



熊野青藍高校



目的
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結果
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福祉に対するイメージ



日常の中で福祉が
で学んだことが活か
されていると感じるエ

ピソード

４校に意見を募集

福祉科だから気づ
ける発見て何だろう。

目を向けてもらえる
内容とはなんだろう。



今後について
① 動画・ポスター制作

② 「福祉の魅力発信
チーム」としての交流

③ 成果発表会での情
報交換



子どもゼミ
NPO法人ゲキトモエンターテイメント の 谷川うりさんに「子ども若者の

貧困支援や居場所づくり」といった活動についてのお話をしていただきました。

・地元の農家さんや商店の方から寄付していただいた野菜でカレーライス
とお好み焼きを提供している。

・人手不足で子ども食堂の継続が難しかった時には地元の大学生などの
ボランティアを募集した。

・やる気だけじゃダメ！継続は難しい！



ぜ、こども食堂をしようと思ったのか

子どもへの食事提供から孤食の解消や食育

地域交流の場

２年生の夏休みの実習で子どもの多さを知った

伊勢地域では子どもが増えている

なぜ、こども食堂をしようと思ったのか

地域交流の場を
提供したい！

児童館実習で子どもの多さを
感じる

１

児童館の先生方

孤食の解消！

子どもゼミ
子ども食堂を始めたきっかけ

子どもの居場所
を作りたい！



子ども食堂をするうえで

目標

・空間づくり

・小学生との共同体験

・素直な思いを言える環境づくり

２

意識したこと

・安心･安全な運営

・広報と地域との連携

・食を通した学び

子ども食堂をするうえで



高校生が子ども食堂を行うことの強み３

・場所の確保がしやすい
・地域からの期待が高く、協力者を得やすい
・子どもの年齢に近く寄り添える

実施したことでの学び
高校生が子ども食堂を行うことの強み



連携先や協力体制の強化
〇校内
生産科学科・食品科学科から⇒食材の提供
生活教科から⇒調理室の借用

〇校外
地元のまちづくり協議会から⇒食材や機器の提供
卒業生の食品業者から⇒食材の提供
地元の農家から⇒食材の提供
地元の商店から⇒商品券の提供

実施したことでの学び



現時点での感想・今後について

子どもたちが書き残してくれました !!
↓↓↓

今後について



＜高齢者ゼミ＞

認知症と家族の会
三重県認知症希望大使
三重県健康福祉部長寿介護課

＜障がい者ゼミ＞
障がい福祉サービス事業「五っぽ」
障害者施設
宮の里ミタスメモリアルホーム

重症心身障害者施設なでしこ
明野小学校

＜地域連携ゼミ＞
明和町社会福祉協議会
就労継続支援Ｂ型事業所 ありんこ

＜スマートゼミ＞
社会福祉法人 洗心福祉会
ふたみシルバーケア豊壽園

みえ介護生産性向上支援センター
株式会社ベネッセ

各ゼミ連携先



＜高齢者ゼミ＞

認知症と家族の会
三重県認知症希望大使
三重県健康福祉部長寿介護課

＜障がい者ゼミ＞
障がい福祉サービス事業「五っぽ」
障害者施設
宮の里ミタスメモリアルホーム

重症心身障害者施設なでしこ
明野小学校

＜地域連携ゼミ＞
明和町社会福祉協議会
就労継続支援Ｂ型事業所 ありんこ

＜スマートゼミ＞
社会福祉法人 洗心福祉会
ふたみシルバーケア豊壽園

みえ介護生産性向上支援センター
株式会社ベネッセ

各ゼミ連携先



・学びの成果

（まとめ）マイスターハイスクールを通して感じたこと

地域へ貢献し、取り組んだ活動を卒業後も
継続・発展させていく

自分たちの地域の魅力を
見直すきっかけに。

自分の考えを持って行動する力、
地域の中で自分の役割を見つける力

・４校連携からの学び

・生きた学び



・今後の展望

・未来への思い

マイスターハイスクールを通して感じたこと

マイスターハイスクールでの学びを
学校の枠を越えて広げていく

地域・産業とのつながりの中で、
自分たちが出来ることを形にしていく



ご清聴ありがとうございました
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